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I. は じ め に

2007年5月19日 (土) に, 学 術 総 合 セ ン タ ー (東 京

都 千 代 田 区) に て,「 信 頼 で き る医 学 情 報 の 共 有-医 療

専 門 家 か ら消 費 者 ま で-」 を テ ー マ とす る国 際 シ ン ポ ジ

ウ ム が 開 催 され た。 シ ン ポ ジ ウ ム で は, 地 域 特 有 の 保

健 情 報 を共 有 す る こ と を 目的 と してWHO西 太 平 洋 地域

事 務 局 (The World Health Organization Regional Office

for the Western Pacific: WHO/WPRO) に お い て 作 成

中 の デ ー タ ベ ー ス で あ る Western Pacific Region Index

Medicus (WPRIM) の 概 要 に つ い て 関 係 者10名 か らの

報 告 が あ り, そ の 後, 参 加 者 間 で の 意 見 交 換 が な され た。

本 稿 で は, シ ン ポ ジ ウ ム の 概 要 を, WHO/WPROお

よ び 日本 国 内 に お け るWPRIM構 築 の 活 動 経 緯 を 交 え

て 報 告 す る。

II. Globa Health Library (GHL) プ ロ ジ ェ ク トと

WPRIM

WHO本 部 (ジ ュ ネ ー ブ) の 図 書 館 部 門 (Library and

Information Networks for Knowledge) [http://www.

who.int/library/en/] で は, 信 頼 で き る 保 健 情 報 を 必

要 とす る人 々 に 提 供 す る こ と を 目 的 と して, 2004年 に

Global Health Library (GHL) プ ロ ジ ェ ク ト [http://

www.who.int/ghl/en/] を 開 始 し た。 こ の プ ロ ジ ェ ク ト

の 活 動 の1つ と して Global Index Medicus (GIM) 作成

[http://www.who.int/ghl/medicus/en/] が あ る。GIMは,

WHO各 地 域 事 務 局 の 分 担 作 業 に よ っ て 構 築 され る デ ー

タ ベ ー ス の 総 称 で あ る。 米 国 国 立 医 学 図 書 館(NLM) 

作 成 の 医 学 文 献 索 引 誌 で あ る Index Medicus に な ぞ らえ

た名 称 が つ け られ て い るが, Index Medicus お よ び その

オンライン版 であるMEDLINEの 内容 がNLMの 方針

により選択 されているのに対 し, GIMは, よりグロー

バルヘルスへの貢献 を目指 し, また地域特有の保健に関

す る論文情報および フルテキス トを収載対象 としてお

り, MEDLINEで 網羅 されていない情報 を補完す る役

割 も担 うことになる。

 現在, WHOの6地 域事務局の うち, アフリカ, アメ

リカ, 東地中海, 南東アジア, 西太平洋の5事 務局が地

域版 Index Medicus をインターネ ッ ト上 に公開 してい

る。後記す るWPRIMJの Web サイ トか らリンクが張

られており, 一度 ご覧 になることをお勧めす る。これら

は, 将来は, GIMと して各地域版 Index Medicus を統

合することも構想 されている (図1)。

日本 が含 まれ る西 太 平 洋 地 域 の 地 域 版 Index Medicus

で あ るWPRIMは, マ ニ ラ に所 在 す るWHO/WPROの

コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム で 管 理 され て お り, 現 在, 韓 国

と フ ィ リ ピ ン の 収 載 候 補 (candidate) 雑 誌 の 書 誌 情 報

が 掲 載 され て い る[http://wprim.wpro.who.int/]。 一 部

の 雑 誌 は フル テ キ ス トへ の リ ン ク が あ る。

図1. Global Index Medicus の 構 成
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III. WPRIMの 開始 に向 けた動 き と日本国内の対応

1. WPRIMの 開発経緯

 WHO/WPROがWPRIMの 作成 に着 手す る ことは, 

2005年5月 にクアラルンプールで開催 された会議(表1)

にて明確 に された。 この会議の後, WHO/WPROと 韓

国担当者の協 力によ り, WHO/WPRO内 の コンピュー

タにWPRIMの システ ムが構築 された。 このシステム

は, 韓国の医学論文情報データベースであるKoreaMed

[http://www.koreamed.org/]の 運用 経験 に基 づい て設

計 され てい る。KoreaMedは, NLM作 成のMEDLINE

検索 システムであるPubMedで 用い られている技術の

提供 を受けてい る。WPRIMと 他 の4つ の地域版lndex

Medicusの 画面構成が統一 されていないのは, 各地域事

務局のプロジェク トがある面独立 して進行 したためであ

る。

 その後のマニラ(2006年3月), 北京(2006年12月), 

東京(2007年5月)で の会議において(表1), WPRIM

に収載する雑誌の選択基準や著作権処理方法, 各国から

のデータの登録手順 についての議論がなされ, WPRIM

の開始に向けた準備が進め られた。

称 され る)[http://www.icmle.org/]」 やCONSORT声

明[http://www.consort-statement.org/]1)の ような国際

的なルールに準 じた投稿規程 を定めて, それを順守する

との方針案が挙げ られている。

 医学雑誌は, 投稿論文について, ピアレビュー(レ フェ

リーシステム)や 編集の過程において信頼性を評価 した

後, 雑誌での発表を通 して社会へ公表するとい うシステ

ムをもっている。URMに は, ピアレビューや編集者 に

関す る項目も含まれているが, WPRIM掲 載誌について

は, ピァレビューのシステムをもつ ことを必須 とするこ

とで意見が一致 している。

 WPRIM収 載誌の選択基準 は, 現時点では, 表2の よ

うに定められている。

 当初は, MEDLINE非 収載誌 を対象 とする予定であっ

た。 しか し, 各国において地域特有の保健情報 を掲載

している雑誌を収載対象とす ることを目的として, 必要

に応 じてMEDLINE収 載誌 も含む ことになった。また, 

MEDLINE非 収載誌 とい う基準を設 けると, WPRIMに

収載 されている雑誌 がMEDLINE収 載対象誌 となった

場合, その雑誌 をWPRIMか ら取 り下 げな くてはなら

なくなる。

 WPRIMは, 西 太 平 洋 地 域 特 有 の 保 健 情 報 を収 集, デ ー

タ ベ ー ス 化 し, そ れ ら保 健 情 報 を イ ン タ ー ネ ッ ト上 で共

有 で き る環 境 を提 供 す る こ と に よ って, 地 域 の 健 康 増 進

に寄 与 す る こ と を 目的 と して 作 成 され て い る。WPRIM

で 共 有 され る 保 健 情 報 を 信 頼 あ る もの と す る た め に, 

WPRIMで は, 書 誌 ・フル テ キ ス トの デ ー タ の 作 成 ・登

録 に 加 え, WPRIM収 載 誌 の 質 の 向 上 も課 題 と して い る。

 収 載 誌 の 質 の 向 上 に 関 し て は, マ ニ ラ(2006年3

月), 北 京(2006年12月), 東 京(2007年5月)の 会

議 に お い て, 「生 物 医 学 雑 誌 投 稿 に 関 す る統 一 投 稿 規 程

(Uniform Requirements for Manuscripts Submitted to

Biomedical Journals: URM, バ ン ク ーバ ・ス タ イル と も

 現在, 各国において, 表2の 基準にしたがって収載誌

を選択 し, それ ら収載誌の書誌 ・フルテキス トのデータ

がWPRIMの システムに登 録可能なファイル形式で あ

るかの試験が実施 されている。韓国とフィリピンのデー

タはすでにWPRIMに 登録 されてい るので, インター

ネッ ト経由で参照することが可能である。

 WPRIMのWebサ イ ト[http://wprim.wpro.who.int/]

は, ニ ュース誌WPRIM Newsletterも 掲載 して お り, 

WPRIM開 発の経緯: と現状を把握す ることができる内容

となっている。

表1. WPRIM開 始に向けた会議(WHO/WPRO主 催) 表2. WPRIM収 載誌の選択基準
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 2007年9月 現在, WPRIM作 成 のための国内委員会を

設置 している国は, オース トラリア, 中国, 日本, モン

ゴル, フィリピン, 韓国, ベ トナム, の7ヵ 国である。

2. WPRIM国 内委員会の設立

 マニラでの会議(2006年3月)に て, 各国にWPRIM収

載誌選択委員会(National Journal Selection Committee)

を立ち上げることになった。これを受け, 日本のWPRIM

収載誌選択委員会として, 2006年11月 にWPRIM国 内委

員会(Japanese National Committee for WPRIM: WPRIMJ)

が設立 された(表3)。WPRIMJのWebサ イ トは2007年3

月31日 に開設 されている[http://wprimj.umin.jp]。

 WPRIMJの 活動では, 収載誌選択および医学雑誌の

質の向上という目的のために医学雑誌編集者 との協力が

必須である。 また, 書誌情報のデータベース化のために

国立情報学研究所(NII), 医学中央雑誌刊行会か らのサ

ポー トを受けている。

 委員会構成 は表3の とお りであるが, 医薬学 ・情報学

研究者, データベース ・電子 ジャーナル作成者, 雑誌編

集長, 図書館関係者 といった各種関連分野の担当者から

構成 されている。

 なお, WPRIMに は地域特有の保健情報 として伝統医

学の雑誌 を収載すべ きであるとい うWHO/WPROの 意

向により, 津谷 と豊玉は, 東洋医学サ ミット会議(JLOM)

の関係者という立場からも参加 している。

 WPRIMJで は, WPRIM収 載誌について, まず第1段

階として, 日本医学会加盟学会から発行 されている雑誌

のうち, NIIを 通 して書誌および フルテキス トのデータ

の入手が可能な雑誌を対象 とすることを考 えている。順

次, 各誌の編集長にWPRIMへ の収載の許諾 を得 る予

定である。

 また, 医学雑誌の質の向上のためには, 編集者間での

意見交換の機会が必要となるため, 現在, 非公式ではあ

るが, い くつかの学会誌編集長 と日本 医学雑誌編集者

会議(Japanese Association of Medical Journal Editors:

JAMJE)準 備委員会 を開き, 編集者会議の設立の可能

性 を探っている。

V. 国際 シンポジ ウム 「信頼 で きる医学情 報の共有

-医 療専門家 か ら消費者 まで-」

 2007年5月17日(木), 18日(金)に, WHO/WPRO, 

中国, 韓国, フィリピン, 日本 の担当者の参加 によ り, 

東京で会議が開催 された(表1)。 これに伴い, WPRIM

作成の経緯 を日本の関係者 に紹介 し, 医学雑誌の質の

向上 について各界 か ら意見 を得 ることを 目的と して, 

翌5月19日(土)に, 国際 シンポ ジウム 「信頼で きる

医学情報の共有 一医療専 門家 か ら消費者 まで 一」が, 

WPRIMJとJAMJE準 備委員会の共催で開催 された。

 国際シンポジウムのプログラムは, 表4の とおりである。

 シンポジウムは, 文部科学省高等教育局医学教育課課

長 ・三浦公嗣による開会挨拶で開始 され, 午前の部に移 っ

た。

1. 午前の部

 WHO/WPRO, 中国, 韓国, フィリピンの担当者から

WPRIMに 対するそれぞれの取 り組みについて, 英語で

報告があった。

 まず, WHO/WPROのRabyか ら, WPRIM開 発の目

的と経緯について, GHLプ ロジェク トとの関わりを交

えた説明がなされた。

 続 いて, 中国医学出版協会長 のWang, 中国医学科

学院図書館のQianか ら, 中国の医学雑誌の種類 と電子

ジャーナル化の事情, およびWPRIM収 載誌選択状況

について紹介があった。中国では, 英文抄録をもつ300

誌以上の医学分野の電子 ジャーナルから収載誌を選定中

とのことである。中国の伝統医学に関する論文は西太平

洋地域特有の保健情報で あるが, 現状では海外からは出

版状況の把握が困難であるため, WPRIMで より広 く公

開されることが望 まれる。

 フィリピン大学医学部 の病理学 講座 教授Avilaか ら

は, Acta Medica Philippina誌 の編 集 委 員長 と して の

経験から, 雑誌の質の向上 のために, URMを 取 り入れ

る必要性 が挙 げ られ た。 また, フィリピンでは, 医学

論 文 情 報 の デ ー タベ ー ス化 に つ い て 科 学 技 術 省

(Department of Science and Technology)の 保健研究開

表3. WPRIMJ委 員 会構 成 2007年5月19日 現在
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発 評 議 会(Philippine Council for Health Research and

Development)が 関 与 す る こ と に よ り, 適 切 な保 健 情 報 が

公 開 され る よ うな配 慮 が な され て い る との報 告 もあ った。

 Seoは, ソ ウル 大 学 医 学 部 の 病 理 学 講 座 教 授 お よ び医

学 図 書 館 長 で あ り, 韓 国 医 学 図 書 館 協 議 会 の 会 長 も務 め

て い る。WPRIMの 立 ち 上 げ か ら シ ス テ ム 設 計, 収 載 誌

選 択 基 準 策 定 に 関 して 各 国 と の 調 整 に 精 力 的 に取 り組 ん

で き たWPRIM構 築 の 立 役 者 で あ る。 Seoか らは韓 国 内

で 発 行 され る 医 学 雑 誌 の 質 の 向 上 を 目 的 と して1996年

に 開 始 され た 韓 国 医 学 編 集 者 会 議(Korean Association

of Medical Journal Editors: KAMJE)[http://www.

kamje.or kr/】の 活 動 に つ い て 報 告 が あ っ た。 KAMJEは, 

WPRIM収 載 誌 選 択 やWPRIMへ の デ ー タ登 録 作 業 も担

当 し て い る。

2. 午 後 の 部

 WPRIMJの 顧 問 で あ る 日本 医 学 会 会 長 ・高 久 史 麿 の

挨拶の後, 日本の担当者5名 か ら日本語で報告があった。

 東京大学医学教育国際協力セ ンター教授の北村か ら

は, 医学雑誌の質の向上をはかるための方策 として, 編

集者会議 を設立す るべ き時期に きており, ここにおい

て, 意見交換の機会 を設けるほか, 論文執筆に関する講

演会, ワークショップを開催す ることにより, 用語の統

一, 論文形式の整理, ピアレビューの改善, 臨床試験登

録を推進することが考 えられるのではないか との提案が

なされ, 大方の賛同を得た。

 北川か らは, URMで 定められている論文のスタイル, 

倫理的配慮の内容, ピアレビューの役割が国内医学雑誌

の投稿規程にどの程度記載 されているかについて報告が

あった。国際的に標準とされている統一規程に準 じた投

稿規程 を策定 し, それに従 うことが雑誌の質の向上につ

ながると考 えられる。

 国立情報学研究所の尾城からは, オープンアクセスの

現状について機関 リポジ トリの動向 を交えて報告があっ

表4. 国際シンポ ジウムのプログラム
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た。WPRIMが 提供する地域特有の情報が広 く利用 され

るためにオープンアクセスの導入 も考 えられてい るの

で, 示唆に富む内容であった。

東京大学医学部附属病 院UMINセ ンター教授の木内

か らは, UMIN臨 床 試験 登 録 シ ステ ム [http://www.

umin.ac.jp/ctr/index-j.htm] のデータ登録手順 や入力項

目についての概要の紹介がなされた。URMに おいても,

出版バ イアスの防止や臨床試験の社会への還元の面か

ら, 臨床試験結果の論文 を掲載す る際はその試験が公的

機関に登録 されていることを条件 としている。

東京大学大学院薬学系研究科医薬政策学客員教授で,

WPRIMJの 委員長 を務めてい る津谷からは, WPRIMJ

の活動の紹介 に続 き, RCT論 文 の報告形 式 を定 めた

CONSORT声 明1) について説明があった。CONSORT

声明は, RCTを 報告するためのチェックリス トとフロー

チャー トとから構成 され るが, このような国際的な標準

形式を採用す ることは, RCTお よびRCT論 文 の信頼

性の向上につ なが ると考 え られ る。また, 日本か らは

MEDLINEに162の 雑誌が収載 されており, 他にも収載

を希望 している雑誌が多いが, この状況は, たとえばフィ

リピンやベ トナムなどのように1誌 も収載 されていない

国や少数の雑誌のみ収載 されている国とは異なる。 日本

で は, WPRIM が MEDLINE 非収載 である 「二流 の雑

誌を集めた」システムとみなされてしまう恐れがある。

 そこで, WPRIMJと しての特徴 として, ユーザー指

向に立ち, 臨床試験の報告 を含む雑誌においては, 先に

木内から述べ られた臨床試験の登録制度 と, CONSORT

声明の順守を投稿規程に含めていることを, 収載誌選択

の基準に入れ る方針であることが述べ られた。

 5名 の報告の後, シンポジウム参加者 との意見交換の

ために, 国立情報学研究所教授の根岸の進行でパ ネル

デ ィスカッシ ョンが もたれた。

 参加者か らは, 出版環境の整備について,「 各国で生

産 された研究成果を共有す るために, それぞれの国にお

いて研究成果を信頼性の高い内容で出版す るための機能

の強化が必要である」 との意見が挙 げられたほか, 雑誌

の投稿規程の国際的な標準への準拠に関 して,「 統計処

理の質の向上のために, 統計手法について投稿規程内に

明記す ることが必要である」との指摘がなされた。

シンポジウムには, 医薬学研究者, 学会誌編集者, 商

業出版社, 医学図書館員, データベース作成業者など各

界から約50名 の参加 があったが, 時間の都合 で関係者

すべての意見を聞くことはできなかった。

パネルディスカッションの後, 厚生労働省大臣官房国

際課国際保健機構第二係長 ・牧野友彦か ら閉会挨拶があ

り, シンポジウムは終了 した。

V. おわ りに

ソウル大学の Seo は, WPRIM Newsletter の創刊号で, 

WPRIMの 目標 について, 次の3つ の面から語っている。

1) 地域特有の研究情報を収集す る。

2) ピアレビューを経て出版 され, また出版後 に引用

がなされ ることにより, 研究情報の質を高める。

3) 知識 リソースの存在 を認識 し, それらリソースを

保健環境の改善のために交換 ・共有する。

ここに示 されているように, WPRIMは,「 地域特有

の保健情報を収集する」,「収集 された保健情報 を信頼で

きる内容で出版 し, データベースで検索可能 とす る」,「健

康増進のために情報 を交換 ・共有する」 という機能 を提

供するものである。

アメリカ地域版 Index Medicus 作成者 を含むグループ

が, 途上国での情報入手 に関 して,「 途上国の医療従事

者に届 く情報のほとんどは先進国からのものである。途

上国で必要 とされ る地域特有の情報が, 利用者の要求 を

満たすような信頼ある内容で公開 されるための努力がな

されていない」 との問題点を挙 げ, 情報の信頼性向上に

ついては,「 地域 の情報 をデータベ ースで検索可能 とす

ることにより, 関連知識 の統合, システマティック レ

ビューの作成, 知識の一般化がなされ, その過程におい

て信頼で きる情報が生成 され るのではないか」との指摘

をしている2)。

 このアメ リカ地域か らの指摘は, WPRIM作 成におい

ても考慮すべき内容である。WPRIMが 地域情報 を広 く

収録 して, さらに健康増進の目的ために利用され るデー

タベースとして発展す るために改善すべき課題は多 く残

されている。データベース作成 に関して, 医学図書館は, 

収載情報の選択, 検索機能の改善, キーワー ド付与方法

や書誌データ作成についての経験をもっている。 これ ら

の経験をWPRIMの 充実のために活用す ることが望 ま

れるであろう。
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Abstract: The World Health Organization (WHO) 
Regional Office for the Western Pacific is now creating
a bibliographic database of locally published biomedical

journals in collaboration with experts from its member
states. The database, called the Western Pacific Region
Index Medicus (WPRIM), is a component of the WHO's

Global Index Medicus platform. The Global Index Medicus, 
which will integrate databases developed by WHO's Regional
Offices, is expected to complement internationally known
tools, such as MEDLINE, by providing regional and indigenous
health information. Raising the level of quality of journal

publishing is also an important issue for the WPRIM project,
because health experiences and practices of countries in the
Western Pacific Region, which are relevant and useful for other
countries, must be reported in reliable forms. To publicize
the activities concerning WPRIM, the Japanese National
Committee for WPRIM (WPRIMJ, http://wprimj.umin.jp) held

a seminar entitled "Sharing Reliable Health Information: From
Health Professional to Consumer" on 19 May 2007 in Tokyo.
After an overview of the WPRIM project was presented, mea-
sures to enhance the quality of journals were discussed from
the following points: 1) revising each journal's instructions
for authors in accordance with the "Uniform Requirements
for Manuscripts Submitted to Biomedical Journals" and in

journals containing articles on clinical trials 2) requiring
official registration of clinical trials and 3) improving report
forms for randomized controlled trials by using the CONSORT
statement.
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